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�

林
水
産
省
の
「
農
山
漁
村

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交

付
金
」
を
活
用
し
、
平
成
26
年
か

ら
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
・
交
流
物

産
館
よ
り
っ
せ
の
隣
に
整
備
を
進

め
て
き
た
地
域
連
携
販
売
力
強
化

施
設
は
、
愛
称
を
「
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
の
家
」
と
し
て
８
月
２
日
正
午

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
日
10
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

｢

さ
ゆ
り
銭
太
鼓
」
の
皆
さ
ん
が

銭
太
鼓
を
披
露
し
た
後
、
主
催
者

で
あ
る
伊
藤
町
長
が
「
本
施
設
は

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
施
設
で
、
こ

こ
を
拠
点
に
地
域
経
済
の
活
性
化

と
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
施
設
整
備
に

あ
た
り
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

に
は
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
来

賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
と
続
き
、
そ

の
後
は
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
保
育
所
児
童
に
よ
る
く

す
玉
割
り
で
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

　

施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
や
キ
ノ
コ
、
米
、
加

農

工
品
な
ど
の
販
売
ブ
ー
ス
が
ま
す

ま
す
充
実
し
た
ほ
か
、
西
会
津
産

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

４
店
舗
の
飲
食
ブ
ー
ス
も
オ
ー
プ

ン
し
、
西
会
津
の
味
を
そ
の
場
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
初
の
週
末
と
な
っ
た
６
日
と

７
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
県
会
津
農
林
事
務
所
主

催
の
西
会
津
産
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
料

理
の
試
食
「
お
い
し
い�

ふ
く
し
ま

い
た
だ
き
ま
す
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
、
町
や
県
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
歌
と
演
奏
を
披
露
す
る
「
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
！
西
会
津
」
な
ど
が
開
催

さ
れ
、
道
の
駅
を
訪
れ
た
多
く
の

観
光
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
か

き
氷
な
ど
を
販
売
す
る
「
ミ
ネ
ラ

ル
か
あ
さ
ん
の
台
所｣

、
西
会
津

高
校
生
に
よ
る
車
麩
ラ
ス
ク
の
販

売
、
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
つ
と
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
の
お
土
産
が
も
ら
え
る

ミ
ネ
ラ
ル
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
施
設
の
オ
ー

プ
ン
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

｢

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
家
」
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
健
康
志
向
の

皆
さ
ん
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
施

設
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

健康をおいしく選ぶ　新生･道の駅にしあいづ
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１ みそ家 うのすけ（ラーメン） ２ ミネラル米ジロー（カレー）

店主・古俣大地さん

お店から一言！

　言わずと知れた西会津

のご当地グルメ味噌ラー

メン。ミネラル野菜ラー

メンもおいしいですが、

おすすめは「名産きくら

げ味噌ラーメン ｣ と ｢ ゆ

ず味噌ラーメン ｣です。

お店から一言！

　おいしいお米と新鮮素

材がアピールポイント！

こだわりのカレーです。

　おすすめは「旬野菜串

カツカレー」と「ミネラ

ル野菜カレー」です。テ

イクアウトもあります。 店主・清水幹久さん

３ 観音茶屋（手打ちそば） ４ Café 櫟（米粉パン、サンドイッチ）

店主・佐竹節夫さん

お店から一言！

　こだわりの手打ちそば

をミネラル野菜のかき揚

げと一緒にどうぞ。

　おすすめはもちろん「ミ

ネラル野菜のかき揚げざ

るそば」。そばチュロス

もおいしいですよ。

お店から一言！

　米粉のパンにソースカ

ツや味付けした車麩、そ

してミネラル野菜をたっ

ぷり挟んでいます。コー

ヒーと一緒にいかがです

か。濃厚なソフトクリー

ムもぜひ味わって。 店主・齋藤フミ子さん

飲食ブースの紹介
営業時間：午前10時30分 オープン、午後６時30分 ラストオーダー

｢ミネラル野菜の家｣見取り図
男子トイレ

多目的トイレ

飲 食
ブース

飲 食
ブース

飲 食
ブース

１
飲 食
ブース

４

２ ３
女子
トイレ

入 口

駐車場←よりっせ

農林産物等
販売スペース

飲食
スペース

事
務
室

倉庫

ミネラル
かあさんの台所

機 械 室
(バイオマスボイラーなど)
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ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
原
点
は
、
平
成

９
年
に
本
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第

２
回
ふ
る
さ
と
い
き
い
き
村
づ
く

り
サ
ミ
ッ
ト
」
の
基
調
講
演
「
土

と
植
物
と
い
の
ち
」
の
中
で
、
講

師
の
中
嶋
常と

ど
む允
先
生
が
話
し
た
中

嶋
農
法
に
あ
り
ま
す
。

　

｢

健
康
な
体
は
健
康
な
食
べ
物

か
ら
、
健
康
な
食
べ
物
は
ミ
ネ
ラ

ル
を
含
ん
だ
健
康
な
土
か
ら
」
と

い
う
中
嶋
農
法
の
基
本
理
念
を
学

ん
だ
こ
と
で
、
町
で
は
平
成
10
年

か
ら
「
健
康
な
土
づ
く
り
事
業｣

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
で
は
、
土
壌
分

析
を
行
い
、
土
の
中
の
ミ
ネ
ラ
ル

分
を
測
定
し
ま
す
。

　

こ
の
土
壌
分
析
は
、
人
間
で
い

う
健
康
診
断
で
す
。
土
の
健
康
状

態
を
知
る
こ
と
で
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
、
健
康
で
お
い
し
い
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
栄
養
素
を
必
要
な
だ
け
。

不
足
し
た
り
多
す
ぎ
た
り
す
る
と

健
康
を
保
て
な
い
の
は
、
人
も
土

も
同
じ
で
す
。

　

作
物
の
生
育
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ

ル
分
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
健

康
に
生
育
す
る
た
め
に
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
成
分
で
す
。
必

要
な
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
吸
収
し
た
作

物
は
、
野
菜
が
本
来
持
っ
て
い
る

病
害
虫
へ
の
抵
抗
力
が
増
し
、
減

農
薬
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
収
穫
で
き
る
期
間
が

長
く
な
り
、
収
穫
し
た
野
菜
の
日

持
ち
も
良
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
は
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
土
壌
で
育
て
る
た
め
、

作
物
の
健
康
状
態
が
良
く
、
甘
味
、

う
ま
味
が
強
い
の
が
特
長
で
す
。

ま
た
、
町
の
気
候
は
、
夏
は
日
中

と
朝
夕
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
冬

は
雪
に
す
っ
ぽ
り
。
自
然
の
水
と

澄
ん
だ
空
気
で
育
っ
た
野
菜
は
、

甘
味
、
酸
味
、
う
ま
味
の
濃
い
味

わ
い
と
な
り
ま
す
。

１ 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
原
点
は

　 

中な
か
し
ま嶋

農
法

２ 
こ
だ
わ
り
の
土
育
ち

３ 

長
持
ち

４ 

濃
い
味

町
の
特
産
品
・
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
あ
ら
た
め
て
解
説
！

　

町
で
は
、
19
品
目
に
も
及
ぶ
土
壌
分
析
に
基
づ
い
て
土
壌
改
良
・

施
肥
管
理
し
た
「
土
」
で
作
物
を
育
て
る
こ
と
を
「
ミ
ネ
ラ
ル
栽

培
」
と
呼
び
、
収
穫
し
た
作
物
を
「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
で
は
、
作
物
の
生
育
に
必
要
な
マ
ン
ガ
ン
や
鉄
、

銅
、
亜
鉛
、
ホ
ウ
素
な
ど
、
土
に
あ
る
べ
き
量
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
保

ち
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
土
壌
で
作
物
を
育
て
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
西
会
津
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
は
、
野
菜
本
来
が
持
つ
う

ま
味
、
甘
味
が
強
く
、
日
持
ち
す
る
の
が
特
長
で
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
っ
て
何
？
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ラ
ル
野
菜
の
家
」
と
い
う
名
前
は
、

買
い
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、

親
し
み
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
放
送
さ
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

博
章
さ
ん
、
真
紀
さ
ん　

ミ
ネ
ラ

ル
野
菜
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の

お
い
し
さ
や
栄
養
価
の
高
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
日
持
ち
が
良
い
こ
と
で

す
。
以
前
、
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
生

産
者
の
私
た
ち
を
探
し
当
て
、
東

京
か
ら
手
紙
を
送
っ
て
く
れ
た
人

が
い
ま
す
。
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
と
書
い
て
あ
り
、
う
れ
し
く
感

じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
日
持

ち
が
良
い
の
で
、
東
京
な
ど
に
出

荷
し
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
町
の
活
性
化
や
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
の
販
売
促
進
に
向
け
、｢

ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
の
家
」
に
期
待
す
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

博
章
さ
ん
、
真
紀
さ
ん　

買
い
手

と
売
り
手
の
ニ
ー
ズ
を
柔
軟
に
聞

き
入
れ
、
よ
り
良
い
販
売
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
野
菜
が
売
れ
筋
か
、
地
産

地
消
に
向
け
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
か
な
ど
、
施
設
と
生
産

者
が
共
に
協
力
し
な
が
ら
進
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、｢

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
家
」
で

の
販
売
を
通
し
て
、
新
た
な
販
売

ル
ー
ト
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
が
構
築
で
き
れ
ば
、
よ
り
生

産
者
が
販
売
し
や
す
い
施
設
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
そ
の

場
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
飲
食

ブ
ー
ス
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
Ｐ

Ｒ
に
は
非
常
に
有
効
だ
と
思
い
ま

す
。
野
菜
そ
の
も
の
の
味
を
感
じ

ら
れ
る
サ
ラ
ダ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
も
う
少
し
前
面
に
出
せ
る
と
、

さ
ら
な
る
販
売
促
進
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

博
章
さ
ん
、
真
紀
さ
ん　

買
い
手

が
欲
し
が
る
野
菜
の
生
産
と
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
品
質
向

上
、
収
穫
量
の
増
加
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
一
番
は
、
子

ど
も
に
安
心
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ

る
野
菜
を
作
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

が
、
よ
り
良
い
野
菜
の
提
供
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

｢

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
家
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
ど
の

よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
今
月
号
で
は
、
夫
婦

で
農
業
を
営
む
上
野
博
章
さ
ん
、

真
紀
さ
ん
夫
妻
（
上
小
島
）
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

―
就
農
す
る
こ
と
と
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

博
章
さ
ん　

妻
の
希
望
で
結
婚
を

機
に
就
農
し
ま
し
た
。

真
紀
さ
ん　

祖
母
が
作
っ
た
野
菜

を
よ
く
も
ら
っ
て
い
て
、
そ
れ
が

と
て
も
お
い
し
く
て
。
私
も
作
っ

て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

博
章
さ
ん　

２
人
と
も
農
家
の
家

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
土
い
じ
り

や
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
こ
と
が
新

鮮
で
、
ほ
か
の
人
よ
り
面
白
く
感

じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は

町
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
６
棟
と
、
そ

の
ほ
か
の
ハ
ウ
ス
３
棟
で
キ
ュ
ウ

リ
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
中
心
に
生

産
し
て
い
ま
す
。

―｢

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
家
が
オ
ー

プ
ン
し
て
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や

感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

博
章
さ
ん
、
真
紀
さ
ん　

｢

ミ
ネ

上野真
ま き

紀さん 翔
しょうたろう

太朗くんと一緒に 上野博
ひろあき

章さん

農家の思い－

特集 ｢ミネラル野菜の家｣ オープン

子どもに安心して食べさせられる野菜をつくること。

それがより良い野菜の提供につながると思っています。
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今
年
度
の
成
人
式
は
、
８
月
15

日
に
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
出
席
し
た
62
人
の

新
成
人
が
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
今
年
度
に
成
人
を

迎
え
る
の
は
、
平
成
８
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　

会
場
で
は
、
式
に
先
立
ち
、
新
成

人
の
幼
少
時
代
の
映
像
を
つ
づ
っ

た
ビ
デ
オ
「
は
た
ち
の
メ
モ
リ
ー｣

が
上
映
さ
れ
、
懐
か
し
い
映
像
に

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
伊
藤
町
長
が
福
地
美

穂
さ
ん
に
成
人
証
書
を
、
猪
俣
泰

祐
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
り
、｢

社
会

に
学
び
、
人
々
に
学
び
、
愛
す
る

心
に
学
び
な
が
ら
、
成
人
と
し
て

立
派
に
、
そ
し
て
着
実
に
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
武
藤
道
廣
町

議
会
議
長
が
祝
辞
を
、
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
に
勤
務
す
る
石
川
健
さ
ん

が
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て

三
留
蒼
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
支
え

て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
と
、

西
会
津
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、

そ
し
て
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を

胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
記
念
行
事
と

し
て
、
成
人
を
迎
え
た
感
想
な
ど

を
発
表
す
る
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
や
、

中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
贈
ら
れ
た

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
は
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。

感
謝
の
気
持
ち
と
決
意
を
胸
に

新成人の皆さん、 おめでとうございます

祝    平成28年度
西 会 津 町

    成人式

野 

沢
地
区
＝
▼
齋
藤
伊
織(

１
町

内)

▼
鈴
木
一
成
、鈴
木
成
実

(

広
島
県)

▼
星
牧(

４
町
内)

▼

荒
井
佳
史
、田
部
い
ず
み(

５

町
内)

▼
高
梨
友
輔(

６
町
内)

▼
伊
藤
竜
司(

７
町
内)

▼
小
林

想(

８
町
内)

▼
清
水
千
郷(

９

町
内
１)

▼
江
川
大
輝
、新
田

佳
帆(

芝
草)

▼
佐
藤
孝
哉(

芹

沼)

▼
伊
藤
理
那(

堀
越)

▼
大

出
茜(

大
久
保)

尾 

野
本
地
区
＝
▼
伊
藤
紗
菜
、齋

藤
悠
太
、武
藤
幸(

西
原)

▼
伊

勢
亀
貴
裕
、生
方
歩
高
、佐
藤

双
葉
、武
藤
潤(

森
野)

▼
斎
藤

成
人
式
出
席
者

 
[

名
簿
よ
り
、
敬
称
略]

▲
�

代
表
で
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る

三
留
蒼
さ
ん

▲
�

新
成
人
に
激
励
の
言
葉
を
贈
る

石
川
健
さ
ん
（
楢
木
平
）
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麻
衣
子
、渡
部
颯(

萱
本)

▼
清

野
桜(

下
小
島)

▼
西
田
豊(

西

林)

▼
国
分
智
哉(

福
島
市)

▼

斎
藤
雅
広
、鈴
木
知
夏
、中
丸

拓
也
、長
谷
川
陸
、秦
研
人
、渡

部
悠
太(

さ
ゆ
り
が
丘)

▼
目
黒

陽
菜
子(

上
小
島)

▼
青
津
奈
菜
、

　 

岩
渕
美
月(

縄
沢)

▼
新
田
優
人

(

程
窪)

▼
渡
部
元
気(

黒
沢)

群 

岡
地
区
＝
▼
成
田
沙
都
美
、武

藤
夏
希
、三
留
蒼(

上
野
尻)

▼

藤
原
玲
奈(

下
野
尻)

▼
小
原
健

太
郎
、佐
藤
大
綺(

宝
川)

▼
須

藤
祐
里(

楢
木
平)

▼
佐
藤
直
斗

(

熊
沢)

新 

郷
地
区
＝
▼
木
﨑
彩
馨
、福
地

美
穂(

高
目)

▼
貝
沼
充
輝(

小

清
水)

▼
武
藤
雅
和(

樟
山)

▼

髙
橋
美
咲(

滑
沢)

▼
武
藤
優
里

(

柴
崎)

奥 

川
地
区
＝
▼
佐
久
間
裕
美(

向

原)

▼
井
上
葵(

新
町)

▼
井
上

慎
人(

道
目)

▼
川
上
七
彩(

下

松)

▼
矢
部
愛
香(

中
ノ
沢)

▼

伊
藤
晃
雅
、猪
俣
泰
祐(

小
山)

▼
五
十
嵐
太
一
、矢
部
千
尋(

宮

野)

▼
荒
海
鉄
也(

小
綱
木)

伊藤�竜司�さん（７町内）
　いつまでも変わらない、思
い出の詰まった町であってほ
しい。

清野�桜�さん（下小島）
　洋菓子・パン作りをしっか
りと勉強し、地元会津で菓子
店を開きたい。

生方�歩高�さん（森野）
　ダンディーで、紳士的な男
性になりたい。

岩渕�美月�さん（縄沢）
　学んだことを生かして教員
となり、将来は良いパート
ナーを連れて帰ってきたい。

猪俣�泰祐�さん（小山）
　感謝の気持ちを忘れず、誰
かを支える立場として頑張っ
ていきたい。

｢

１
分
間
ス
ピ
ー
チ｣

か
ら

｢

１
分
間
ス
ピ
ー
チ｣

か
ら  

― 

成
人
を
迎
え
た　
　
　
　

　

 

抱
負
や
感
想
を
発
表 

―

◀

�代表で成人証書を受け取る福
地美穂さん(上)と記念品を受
け取る猪俣泰祐さん(下)

Coming-of-age ceremony
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�

余
震
に
注
意
し
な
が
ら
避

難
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

家
を
離
れ
る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
切
り
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
、

持
ち
物
は
必
要

最
低
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
て
備
蓄

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

公
的
な
支
援
は
な
か
な
か
届
き
ま

せ
ん
。
し
ば
ら
く
の
間
生
活
で
き

る
だ
け
の
非
常
食
や
生
活
用
品
、

燃
料
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

主
な
備
蓄
品
の
例

◦
水(

１
人
１
日
３
㍑
が
目
安)

◦
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品

◦
ラ
イ
ト
・
マ
ッ
チ

◦
絆
創
膏
や
包
帯
、
医
薬
品

◦�

衣
類
、
毛
布
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
の
生
活
用
品

◦
卓
上
コ
ン
ロ
や
携
帯
コ
ン
ロ

�

な
ど

５

地
震
が
起
き
た
ら

　
　
　

�

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず

は
「
身
の
安
全
」
が
第
一

で
す
。
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
、

物
が
落
ち
て
こ
な
い
・
倒
れ
て
こ

な
い
空
間
に

身
を
寄
せ
、

揺
れ
が
収
ま

る
ま
で
待
ち

ま
し
ょ
う
。

　
　
　

�

揺
れ
が
収

た
ら
、
ま
っ
た
ら
、

落
ち
着
い
て
火
の

始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

�

家
族
や
隣
人
の
安
否
確
認

を
し
ま

し
ょ
う
。
安
否

確
認
の
方
法
は

家
族
間
で
決
め

て
い
ま
す
か
？

　
　
　

�

窓
な
ど
を
開
け
、
出
口
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

安
全
に
避
難
す

る
た
め
普
段
か

ら
出
入
り
口
や

通
路
に
物
を
置

か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

１２３４

　

今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
は
、
震
度
７
の
観
測
事
例

と
し
て
国
内
４
例
目
、
九
州
地
方

で
は
初
と
な
る
大
地
震
で
し
た
。

　

こ
の
地
震
の
影
響
で
、
約
５

カ
月
が
過
ぎ
た
今
で
も
、
多
く

の
被
災
者
が
避
難
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

万
が
一
、
町
内
で
大
地
震
が

発
生
し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う

し
ま
す
か
？

▲�▼��大地震で倒壊した家屋�　出展：災害写真データベース(一般財団法人消防防災科学センター)

も
し
、
大
地
震
が
起
き
た
ら

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

心
構
え
と
備
え
を
チ
ェ
ッ
ク
！
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10９８

７６５

４３２

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

代
替
手
段
を
考
え
る

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
し
た
場

合
を
想
定
し
て
、
自
宅
に
ど
の
よ

う
な
代
替
手
段
が
あ
る
か
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
代
替
手
段(

例)

水　　道
◦
冷
蔵
庫
の
飲
料
水

◦
備
蓄
飲
料
水

◦
地
下
水(

井
戸)  

な
ど

ガ　　ス
◦
卓
上
コ
ン
ロ

◦
携
帯
コ
ン
ロ

◦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
グ
リ
ル

 

な
ど

電　　気
◦
懐
中
電
灯

◦
ラ
ン
タ
ン

◦
ロ
ウ
ソ
ク

◦
発
電
機
　
な
ど

材料
①ティッシュペーパー
②食用油（適量）
③口の広いビンまたはガラスのコップ
④つまようじ
⑤アルミホイル（３×25センチ）

１２枚重ねのティッシュペーパーを１枚にし、
４つ折りにする

５等分に切り分
ける

切り分けた１つを軽く丸め、さらに手の
ひらで転がすように細く丸める

片方の先端を斜め
に切る。これで灯
芯が完成

３センチ幅のアルミホ
イルを２つに折る

さらに縦に２つに
折る

つまようじでアルミホイル
の折り目に穴を開け、灯芯
を差し込む。灯芯の周りを
しっかりと押さえ、固定す
る

アルミホイルを直角に折り
上げ、折り上げた部分と直
角になるよう灯芯部分も曲
げる

適量の食用油を容器に入れ
たら、灯芯に染み込ませて
先端に火を付ける

アルミホイルをふちに
固定して完成！
※�油の量は灯芯部分の
アルミホイルが半分
漬かる程度が目安

(注意）
アルミホイルはしっか
りと固定しましょう

②

①

③

④

⑤

身近なもので作る災害時の知恵を紹介 

食用油で簡単・安全

手作り
ランプ

出来上がり！
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　任期満了に伴い、新たに長谷川成博さん(梨平)が人
権擁護委員に委嘱されました。委員の任期は平成28年
７月１日から平成31年６月30日までの３年間です。
　人権擁護委員は、市町村長の推薦で法務大臣より委
嘱され、町民の皆さんの相談に応じながら、基本的人
権の侵害などの被害を調査し、被害者の救済を図りま
す。相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽に
相談ください。

長谷川 成
しげひろ

博 さん

　民生・児童委員として活動し
た14年間の経験を参考に、特に
子どもや高齢者など、立場の弱
い皆さんの力となれるよう活動
していきたいと思います。

　町では、男女の出会いのきっかけづくりとして、｢恋
する♥秋の出会いパーティー」を開催します。お気軽
に参加ください(事前セミナーあり)。
◆日　　時　10月２日正午スタート
　　　　　　※受付は午前11時30分～
◆集合場所　�道の駅にしあいづ・交流物産館よりっせ

２階「研修交流室」
◆会　　場　KURA.(クラドット)
　　　　　　※蔵を改装したおしゃれなカフェです
◆対象年齢　25歳から45歳まで
◆参加条件　男性＝�独身で町内に在住または勤務して

いる人、実家が町内の人
　　　　　　女性＝�独身であればどなたでも参加でき

ます
◆参 加 費　男性3,000円　女性2,000円
◆定　　員　独身男女各15名
◆申込締切　９月15日(木)

◆申込方法　�各戸に配布済みのチラ
　　　　　　シ裏面に必要事項を
　　　　　　記入しFAX送信する
　　　　　　か、電話またはホー
　　　　　　ムページから申し込み
　　　　　　ください
◆そ の 他　�男女ともに事前セミナー(受講無料)への

参加が必須条件です
　　　　　　男性＝�｢婚活パーティー攻略法(９月24日

午後６時30分～)｣
　　　　　　女性＝�｢パーティーでのモテ度アップ(10月

２日午前11時～)｣
◆主　　催　西会津町商工観光課
◆申込・問い合わせ先
　　イベント事務局(マリッジパートナーズ㈱内)
　　☎�022‒266‒1788　FAX�022‒266‒9588
　　ホームページ　http://mpartners.jp/

　町では、次の認知症支援に関する講座と説明会を開
催しています。事業所や自治区、サロンなどでの開催
を希望する場合は、お気軽に問い合わせください。
◆認知症サポーター養成講座
　認知症を正しく理解し、地域や職場などで認知症の
人やその家族を温かい目で応援する「認知症サポー
ター」を養成する講座です。認知症の原因や症状、対
応方法などの基礎知識を学び、受講後には認知症サ
ポーターの目印・オレンジリングが交付されます。

◆町認知症支援ガイド説明会
　たとえ認知症になったり、介護が必要になったりし
ても、住み慣れた地域で暮らし続けることのできる地
域づくりを推進するため、町が発行した「認知症支援
ガイド」を教科書に認知症の病状に合わせた対応や受
けられるサービスを学ぶ説明会です。
◆申込・問い合わせ先
　健康福祉課・福祉介護係　☎45－2214
　にしあいづ地域包括支援センター　☎45－3327

  新たな人権擁護委員に長谷川さん

  ｢恋する♥秋の出会いパーティー｣を開催

９月は世界アルツハイマー月間

  認知症支援の講座を開催しませんか

参加者募 集!
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有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

まちの人口（８月１日現在）
� （前月比）
　人　口� ６，８２７人　�（－　７人）
　 男 � ３，３０２人　�（－　３人）
　 女 � ３，５２５人　�（－　４人）
　世　帯� ２，７２４世帯　�（±　０世帯）

武　藤　燈
とも

　道
みち

くん�　　達也・志穂� 井　谷

お悔やみ申し上げます
清　野　ミチノ（90）　信　夫　　姉　　大久保
矢　部　尊　士（48）　猪俣邦臣　　兄　　西　原
河　瀬　チ　ヱ（99）　博　雅　�伯母�　森　野
石　本　成　彦（62）　典　成　　兄　　上野尻
佐　藤　昭　一（87）　與　市　　父　　楢木平
武　藤　和　夫（67）　　靖　　　父　　八重窪
鈴　木　ノ　ブ（96）　利　信　　母　　向　原
長谷川　ハルエ（81）　　清　　　母　　出　戸

　８月８日に町議会臨時会が開かれ、次の議案１件が
原案のとおり可決されました。
◆町道の認定について＝町道上原中央線を認定

お誕生おめでとう
田　崎　七

なな

　翔
と

くん�　　新悟・美香� 森　野
長谷川　咲

さ

　彩
や

ちゃん�　　哲也・麻依� 松　尾
長谷川　千

ち

　紘
ひろ

ちゃん�　　貴司・紀子� 松　尾

英語指導、町民の皆さんを対象とした英会話教室など
で活躍していただきます。

　８月８日に平成28年度外国語指導助手辞令交付式・
対面式が町公民館で行われ、新たにウィザースプーン・
ローレン(Witherspoon�Lauren)さんが外国語指導助手
に着任しました。
　ローレンさんはアメリカ合衆国ノースカロライナ州
の出身で、ノースカロライナ大学で日本語を専攻して
いたほか、平成26年に外務省が推進するプロジェクト
に参加し日本を訪れています。
　式でローレンさんは「西会津町に初めて来たとき、
きれいで古里のようなところだと思いました。これか
らの生活が楽しみです」と話していました。
　今後、ローレンさんには小中学校および保育所での

路 線 名 町道上原中央線

起　  点 西会津町野沢字上原乙2410－1

終　  点 西会津町野沢字上原乙2426－2

▲�
伊
藤
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
る

ロ
ー
レ
ン
さ
ん

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

戸籍の窓口  [７月受付分]

  町議会臨時会報告

  ローレンさんが外国語指導助手に着任
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ふるさとまつりの開催に向け
　秋の恒例イベント「ふるさとまつり」の内容を決定す
る町ふるさと振興推進委員会実行委員会が８月10日に開
催されました。今年度のふるさとまつりは10月29日、30
日に開催予定で、桐ゲタ投げなどの恒例イベントに加え、
新たなイベントやおいしい出店コーナーで来場者が楽し
めるよう準備を進めています。委員長の伊藤町長は、会
議で「ふるさとまつりを通して町の文化や産業を町内外
に広く発信し、地域活性化の一翼を担っていきたい」と
あいさつしました。

100歳の長寿祝う　賀寿贈呈式
　芝草の五十嵐キミさんが８月11日に満100歳を迎え、
賀寿贈呈式が行われました。式では、会津保健福祉事務
所の中村宗宏副所長、伊藤町長、町老人クラブ連合会の
渡部雅二郎会長が賀寿や記念品を贈り、キミさんが直接
受け取りました(写真)。式の最後には、親族を代表して
孫の五十嵐金也さんが「来年101歳の誕生日をまたみん
なで祝うことができるよう、力を合わせて支えていきた
い」と謝辞を述べました。町の100歳以上の高齢者は、
キミさんが加わり13人となりました。

極入･金蔵寺で大聖歓喜天祭礼
　８月18日、約50年ぶりに復活した大聖歓喜天祭礼が極
入の金蔵寺で行われ、大聖歓喜天がまつられている拝殿
と千手観音「おんば様」が安置されている観音堂が開帳
されました。当日は、町内はもとより県外からも多くの
人が足を運び、100人を超える参拝客が拝殿で心安らか
に手を合わせました。大聖歓喜天は、古くから「極入の
お聖天様」として耶麻郡一帯や新潟県などで広く信仰さ
れ、火盗両難を防ぎ、縁結びや安産などのご利益がある
といわれています。

県知事から町に感謝状
　町では、個人県民税の納税に対する功績が認められ、
県知事から個人県民税優良市町村知事感謝状の贈呈を受
けました。８月９日に行われた伝達式では、戸田光昭会
津地方振興局長が「徴収率向上に尽力いただき感謝しま
す。引き続き個人県民税の徴収確保をお願いします」と
あいさつし、伊藤副町長に感謝状を手渡しました。伊藤
副町長は「徴収は行政運営の基礎です。公正公平な徴収
に努めていきます」と謝意を述べました。平成27年度の
町の町県民税の徴収率は99.09％でした。
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田崎映子さんに法務大臣から感謝状
　７月19日、人権擁護委員に対する感謝状の贈呈式が町
役場で行われ、伊藤町長立ち会いのもと今年６月30日に
人権擁護委員を退任した田崎映子さん（芝草）に福島地
方法務局若松支局の八重樫紀男支局長が法務大臣からの
感謝状を伝達しました。感謝状を受け取った田崎さんは
「小中学校の校長先生をはじめ、関係者の皆さんのおか
げです」と謝意を述べました。田崎さんは人権擁護委員
として３期９年間にわたり、町民の基本的人権の擁護と
人権尊重思想の普及高揚に力を尽くしました。

THANK  YOU！ ネイサンさん
　平成25年７月から外国語指導助手として町の語学教育
や国際交流の推進に力を尽くしたオメラ・ネイサン
(O’Meara�Nathan)さんが７月28日の任期満了をもって退
任しました。町では７月19日にネイサンさんの送別会を
開催し、別れを惜しむとともにネイサンさんの新たな旅
立ちを祝福しました。ネイサンさんは送別会で「西会津
で学んだことは決して忘れません。あっという間の３年
間でしたが、とても楽しかったです」と流ちょうな日本
語で活動を振り返りました。

ゲートボール　原町チームが県優勝
　７月17日に会津若松市で開催された第29回県ゲート
ボール選手権大会を制し、来年の全日本選手権への出場
を決めた原町チームが８月10日、優勝報告のため町役場
を訪れました。主将の大堀一衛さん(写真右から２番目)
は「準決勝で同点となったときに得点の内容を比較して
勝敗を決める『内容勝ち』を収めることができ、勢いが
ついた。全国大会では勉強してきたい」と喜びを語り、
伊藤町長は「来年の全国大会では、持ち前のチームプレー
で頑張ってください」とエールを送りました。

祭礼でにぎわう 森野･夜泣き地蔵尊
　８月21日、森野の夜泣き地蔵尊祭礼が行われ、多くの
親子連れなどでにぎわいました。この夜泣き地蔵尊は、
古くからお参りすると子どもの夜泣きがなくなるといわ
れ、今でも町内外から参拝者が訪れています。実行委員
会の井上清一さんは、「地域の活性化はもちろん、子育
て支援の一環としても、この祭礼を続けていきたい」と
話していました。この祭礼は平成26年に町の「活力ある
地域づくり支援事業」の助成を活用して42年ぶりに復活
し、今年で３年目を迎えます。
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Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
に

　
予
防
接
種
の
種
類
に
は
、
予
防

接
種
法
に
お
け
る
「
定
期
接
種｣

と
そ
れ
以
外
の
「
任
意
接
種
」
が

あ
り
ま
す
。
法
律
に
よ
る
定
期
接

種
は
、
ほ
ぼ
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
時
期
や
回
数
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
任
意
接
種
は
基
本
的
に

全
額
自
己
負
担
で
、
個
人
の
希
望

に
よ
り
接
種
を
受
け
ま
す
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
も
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
必
要
な
予
防
接
種
で
あ
る
た

め
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
化
に
つ
い

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
か
ら
は
、
肝
硬
変
や

肝
が
ん
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す

る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予

防
接
種
に
追
加
と
な
り
ま
す
。
今

年
４
月
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
児
が

対
象
で
、
１
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

３
回
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

　

今
後
、
対
象
者
に
は
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

確
実
に
免
疫
を

　
　

付
け
る
た
め
に

流
行
す
る
前
に
接
種

　

予
防
接
種
は
、
種
類
に
よ
っ
て

接
種
に
適
し
た
時
期
や
回
数
な
ど

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

期
予
防
接
種
は
、
対
象
の
期
間
内

で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
期
間
の
中

で
も
特
に
病
気
に
か
か
り
や
す
い

時
期
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
た
標

準
的
な
期
間
が
あ
り
ま
す
。
病
気

が
流
行
す
る
前
に
接
種
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
接
種

　

予
防
接
種
の
後
、
ま
れ
に
本
来

の
目
的
と
は
異
な
る
症
状
（
副
反

応
）
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
接
種
後
に
子
ど
も
の
様
子
が

変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
普
段
の

様
子
を
知
っ
て
い
る
「
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
」
が
頼
り
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
を
持
つ
こ
と
で
、
次
に
受

け
る
予
防
接
種
の
相
談
な
ど
を
計

画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

同
時
接
種
を
上
手
に
活
用

　

乳
幼
児
が
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

は
種
類
が
多
く
、
受
診
回
数
が
多

い
な
ど
保
護
者
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す

る
方
法
と
し
て
、
１
度
の
受
診
で

複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
「
同

時
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
同

時
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
き
目

に
変
わ
り
が
な
く
、
ま
た
、
副
反

応
の
リ
ス
ク
も
増
加
し
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
手
に
活
用
し
、

適
切
な
時
期
に
接
種
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
予
防
接
種
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

�

健
康
福
祉
課
・
健
康
支
援
係

�

☎
45
︱
４
５
３
２

　

7
月
20
日
、
３
歳
児
4
人
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、

む
し
歯
の
な
い
子
は
３
人
で
し
た
。

　

乳
幼
児
期
は
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
未
発
達
な
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
か
か
り
ま
す
。
そ
し
て
感
染
す
る
こ
と
で
そ

の
病
気
に
対
す
る
免
疫
を
付
け
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
感
染
症
の
中
に
は
、
深
刻
な
合
併
症
や

後
遺
症
を
引
き
起
こ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
目
的
は
、
感
染
症
に
か
か
る
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
免
疫
を
付
け
、
感
染
症
を
予
防
・
軽
症
化
す
る
こ

と
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
感
染
症
は
確
実
に
予
防
接
種

を
受
け
、
子
ど
も
を
感
染
症
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
は 

朝
が 

い
ち
ば
ん

予
防
接
種
で
感
染
症
を
予
防
・
軽
症
化

矢部 日
ひ

鞠
まり

ちゃん
（中ノ沢）

橋本 凛
りん

ちゃん
（西林東）

渡部 ゆりちゃん
（さゆりが丘）

すごいな！むし歯のない子
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子
ど
も
の

健
康
を
考
え
る

　

少
し
前
ま
で
、
子
ど
も
は
外
遊

び
の
中
で
自
然
と
体
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
室
内
遊
び
を
選

ぶ
子
ど
も
が
多
く
、
体
を
動
か
す

機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
近
ご
ろ
の
お
や
つ
は
、
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
脂
肪
、
高
塩
分

の
も
の
が
多
い
傾
向
に
あ
り
、
子

ど
も
が
和
食
よ
り
洋
食
を
好
む
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
関

連
し
、
小
児
肥
満
や
生
活
習
慣
病

に
な
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

よ
く
体
を
動
か
し
、
食
を
大
切
に

す
る
心
を
持
ち
、
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
健
や
か
な
子
ど
も
を
育
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

お
や
つ
は

｢

食
事
の
一
部｣

　

体
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長
す
る
幼

児
期
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
栄
養

を
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ま
だ
十
分
な
量
を
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
食
べ
む
ら
が

多
か
っ
た
り
と
、
朝
・
昼
・
夜
の

３
食
だ
け
で
は
必
要
な
栄
養
を
摂

取
し
き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
補
う
の
が
「
お
や
つ
」
で

す
。
お
や
つ
に
は
、
食
事
で
不
足

し
が
ち
な
栄
養
素
を
含
ん
だ
食
品

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

穀 

類
・
イ
モ
類
＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
（
お
に
ぎ
り
、
パ
ン
、
マ
カ

ロ
ニ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
）

牛 

乳
・
乳
製
品
＝
カ
ル
シ
ウ
ム
補

給
（
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー

ズ
、
小
魚
な
ど
）

野 

菜
・
果
物
・
海
藻
＝
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
補
給
（
ト
マ
ト
、

　

�

ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
リ
ン

ゴ
、
ミ
カ
ン
、
バ
ナ
ナ
、
の
り
、

　

昆
布
な
ど
）

お
や
つ
の
役
割

　

お
や
つ
の
役
割
は
、
空
腹
を
満

た
す
だ
け
で
な
く
、
お
や
つ
を
取

り
な
が
ら
休
息
し
、
疲
れ
を
取
り
、

気
分
転
換
す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。

自
分
で
買
い
物
が
で
き
る
年
齢
に

な
る
頃
に
は
、
食
生
活
に
興
味
を

持
ち
、
お
や
つ
の
食
べ
す
ぎ
を
自

分
で
調
節
で
き
る
力
が
身
に
付
い

て
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
ま
た
、

食
生
活
を
通
じ
て
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
上
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

作り方
①�カボチャの皮をむき、種とわたを取
り除く。

②�①を電子レンジで軟らかくなるまで
加熱し(6 0 0ワットで約５分)、
フォークなどでつぶす。

＊�つぶす作業は子どもでもできますの
で、一緒に楽しくつぶしましょう。

③�ボウルに卵、牛乳、砂糖を入れ、泡
立て器で混ぜ合わせる。

④ ②に③を少しずつ加え、なじませな
がら良く混ぜる。

⑤ 器に④を入れ、電子レンジで加熱す
る(200ワットで10分程度)。または、

　�ふたを少しずらした蒸し器で15～20
分程度蒸す。

⑥ 余熱で火を通し、粗熱が取れたら冷
蔵庫で冷やして出来上がり。

材料（６個分）
　�カボチャ　　　　　　　　３００ｇ
　卵　　　　　　　　　　　　　２個
　牛乳　　　　　　　　　　３００cc
　砂糖　　　　　　　　　　大さじ２

旬のカボチャを
使ったプリン。
手作りおやつは
砂糖の量を　　
調節できるね！

調理時間�
約30分

子どもと一緒に楽しく調理できる一品

カボチャの栄養たっぷり
濃厚カボチャプリン



Nishiaizu 　16

　

８
月
17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、

西
小
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
を
裏
磐
梯
で
開
催
し
、

西
会
津
小
学
校
の
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
32
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

裏
磐
梯
に
着
い
て
最
初
に
行
っ

た
の
は
夏
の
定
番
、
ス
イ
カ
割
り

で
す
。
み
ん
な
で
声
を
か
け
な
が

ら
見
事
に
全
て
の
ス
イ
カ
を
割
り
、

甘
い
ス
イ
カ
を
お
い
し
く
食
べ
ま

し
た
。
ス
イ
カ
割
り
の
後
に
は
ネ

イ
チ
ャ
ー
カ
ヌ
ー
を
行
う
予
定
で

し
た
が
、
台
風
の
影
響
で
風
が
強

く
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
代
わ
り
に
キ
ャ
ン
プ
場
の

室
内
で
「
指
キ
ャ
ッ
チ
」
や
「
バ
ッ

ト
モ
ス
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
安
全
管
理
員
や
活
動
指
導

員
に
教
わ
り
な
が
ら
、
学
年
に
関

係
な
く
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
近
く
に
あ
る
諸
橋
近

代
美
術
館
へ
行
き
、
ス
ペ
イ
ン
の

作
家
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
幻

想
的
な
絵
画
や
、
企
画
展
「
ハ
ロ
ー
、

ク
ル
ッ
ク�

～
共
感
す
る
記
憶
～｣

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
芸
術
の
世
界
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

夕
食
は
、
カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ
を

作
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
児
童

は
、
薪
で
火
を
起
こ
し
、
飯
ご
う

で
ご
飯
を
炊
く
の
は
初
め
て
で
し

た
が
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
出
来
上
が
り
、
自
分
た
ち
で
作
っ

た
ご
飯
に
箸
が
進
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
３
・
６
㎞
の
五
色
沼

探
勝
路
を
歩
き
、
も
り
の
案
内
人

か
ら
磐
梯
山
の
歴
史
や
五
色
沼
の

色
の
理
由
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
体
験
や
ほ
か
の
学
年

と
の
活
動
は
、
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
キ
ャ

ン
プ
中
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
協
力

し
合
い
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
こ
と
で
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
キ
ャ

ン
プ
の
前
よ
り
一
回
り
成
長
し
た

よ
う
で
し
た
。

 

西
小
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 　

裏
磐
梯
で
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

夏
休
み
を
満
喫
！ 

自
然
の
中
で
学
び
成
長
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　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自分
が思い描く夢や目標を話してもらっています。今
月は３年・大槻柊太朗さんです。

わたしの夢―
　｢私は、将来なりたい職業がまだはっきりと決
まっていません。しかし、小さなころから車やバイ
クが好きなので、車やバイクに携わる仕事に就きた
いと考えています。メカニックやエンジニア、そし
て新しい部品や自動車を作り出す開発者など、しっ
かりとした目標を決め、それに向け進路を絞ってい
きたいです」

努力していること―
　｢たくさんの職業があるので、どのようなもの
が自分に合っているか調べています｣

未来の自分に一言―
　｢どのような職について、どのような生活をし
ているのか今は想像もつかないけれど、頑張って
ください」

聞いて！
わたしの夢

剣道部��部長

大槻 柊
しゅうたろう

太朗 �さん

作
品
名
『
想
い
』

作
品
紹
介
『
か
つ
て
の
活
気
に
満
ち
て
い
た
時
代
を

思
い
な
が
ら
、
空
き
家
を
描
き
ま
し
た
。
見
た
も
の
を

単
純
に
写
し
描
く
の
で
は
な
く
、
い
つ
も
そ
の
「
も

の
」
に
残
さ
れ
た
「
想
い
」
を
想
像
し
て
い
ま
す
』

町民

ギャラリー
今月は、絵画クラブ

鈴木  律
りつ

子
こ
�さんの作品です。

趣味は？
　読書(時代小説)

あなたのモットーは？
　知らば見えじ、見ずば知らじ

これからやってみたいことは？�
　学生の頃にバイクで日本一周した
ように、バイクツーリングを楽しみ
たい。

自分を一言で表現するとしたら？
　謙虚で寡黙

最近感動したことは？�
　オリンピック。特にあまり知られて
いない選手が金メダルに輝く姿に感動
しました。

次の方を紹介してください
　Ｍ・Ｎさん（下野尻）

紫藤  隆
たかひこ

彦 �さん�[下野尻]
鈴木��賢

けん

治
じ

�さん（８月号）からメッセージ
　昨年の小旅行「気ままに佐渡」楽しかったですね。今年も新田総合商社の企画で、
みんなで出掛けましょう。

町民

バトンタッチ

宝
物
は
？
『
愛
犬
の
ジ
ョ
ン

と
エ
リ
ー
。
特
に
ジ
ョ
ン
は

14
年
前
、
子
ど
も
が
ま
だ
５

歳
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
ま
す』

◀ジョン

エリー▶



広報にしあいづ №695　平成28年９月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　http://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/ この広報紙は、環境に優しい

大豆油インキを使用しています。

　

恒
例
の
野
沢
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
盆
踊
り
大
会
は
８
月
15
日
、
野

沢
マ
イ
ロ
ー
ド
通
り
で
開
か
れ
ま

し
た
。
雨
の
予
報
も
何
の
そ
の
、

会
場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
の
熱
気

が
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
し
、
夕
方
に

は
雨
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
思

い
の
仮
装
や
浴
衣
姿
で
盆
踊
り
を

盛
り
上
げ
、
訪
れ
た
大
勢
の
親
子

連
れ
や
帰
省
客
の
皆
さ
ん
は
野
沢

の
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

熱
気
が
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
す

野
沢
の
夏
の
風
物
詩 

野
沢
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

熱
気
が
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
す

編   

集   

後   

記

　

４
年
に
１
度
の
祭
典
、
リ
オ
五

輪
の
幕
が
閉
じ
、
暑
か
っ
た
夏
も

終
止
符
を
打
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

歴
代
最
多
41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
日
本
選
手
団
は
、
多
く
の
感

動
を
日
本
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
、
夏
の
風
物

詩
・
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
球
児
た
ち
の
姿
は
、

ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
見
る
者
の
心

も
打
ち
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
感
動
の
裏
側
に
は
、

｢

情
報
の
伝
え
方
」
が
少
な
か
ら

ず
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
は
、

単
に
選
手
や
チ
ー
ム
の
成
績
を
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、
選
手
・
チ
ー

ム
個
々
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
、
競

技
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
練
習
の

様
子
、
そ
し
て
選
手
、
監
督
、
家

族
、
地
域
の
思
い
ま
で
も
合
わ
せ

て
発
信
し
、
感
動
の
相
乗
効
果
を

生
ん
で
い
ま
す
。
中
継
を
見
な
が

ら
込
み
上
げ
る
涙
を
こ
ら
え
、
町

の
情
報
発
信
に
も
こ
う
い
っ
た
要

素
を
取
り
入
れ
、
気
持
ち
が
伝
わ

る
広
報
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
な

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

 

情
報
政
策
係　

長
谷
川
祐
一

◀

�開会前には保育所児童の皆さんが「こゆりちゃん音頭」を
披露したほか、舞華嗹が「よさこい」で、リリープア.�Jrが
歌と踊りで会場を盛り上げました。


